
第10 号

2013.10.31

目　　次
●議会の議決事項の概要
●一般質問　ここが知りたい
●常任委員会から
●視察報告
●議員交流会／地区懇談会
●議会活動日誌／村民の声

………………………
…………………

………………………………
………………………………………

……………………
……………………

2
5
9
10
11
12

「議会だより」第10号　発行日／2013年10月31日
発行／朝  日  村  議  会　〒390-1188 長野県東筑摩郡朝日村大字小野沢296-5　TEL 0263-99-2001㈹　FAX 0263-99-2745
印刷／川越印刷株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール gikai@vill.asahi.nagano.jp

おっとと……真剣な顔　9月25日 高齢者はつらつ運動会にて



あさひむら議会だより 2

平
成
25
年
第
３
回
定
例
議
会

（
平
成
２５
年
９
月
）

◆
議
案
第
51
号

⃝

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
平
成
25
年
度
朝
日
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　

今
年
度
、
第
４
消
防
団
が
中
信
地

区
大
会
に
お
い
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
伴
い
旅
費
、
需

用
費
等
４
６
４
千
円
を
補
正
し
た
も

の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

承
認
）

◆
議
案
第
52
号

⃝

朝
日
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
及
び
施
工
規
則

に
つ
い
て
、
国
の
改
正
に
伴
う
村
の

税
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
も
の
は
、
延
滞
金
の
率
の
引

き
下
げ
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
の
増

額
と
延
長
等
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
53
号

⃝

朝
日
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
も
、
国
の

税
制
改
正
に
伴
い
、
金
融
所
得
の
課

税
等
が
改
正
さ
れ
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
54
号

⃝

延
滞
金
の
割
合
等
の
見
直
し
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

こ
の
改
正
は
、
議
案
第
52
号
の
延

滞
金
の
率
の
引
き
下
げ
改
正
に
伴
う

改
正
で
、
従
来
の
延
滞
金
年
14
．６
％

を
年
７
．
３
％
に
当
分
の
間
引
き
下

げ
る
も
の
で
、
10
本
の
条
例
を
一
度

に
改
正
す
る
も
の
で
す

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
55
号

⃝

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

上
組
地
区
の
宅
地
造
成
に
係
る
消

防
施
設
（
消
火
栓
）
の
設
置
事
業
を

図
る
も
の
で
す
。（

全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
56
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
記

掲
載
し
ま
す
。（
全
員
賛
成　

認
定
）

◆
議
案
第
57
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
率
の
改
定
に
よ
り
、
歳
入
額
は

４
５
４
，
７
２
２
千
円
、
歳
出
額
は

４
２
５
，３
７
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
58
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
額
は
４
１
７
，４
７
５
千
円
、歳

出
額
は
４
０
３
，１
７
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
末
の
第
１
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
数
は
１
３
１
３
人

議会の議決事項の概要議会の議決事項の概要
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で
、
要
介
護
認
定
者
数
が
１
９
２
人

と
な
り
、
要
介
護
者
数
は
減
少
傾
向

で
す
が
給
付
費
は
約
３
．
９
％
の
増

加
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
59
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
額
は
４
０
，４
７
５
千
円
、歳

出
額
は
３
９
，９
５
５
千
円
と
な
り
ま

し
た
。長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
に
保
険
料
と
一
般
会
計
繰
入

金
（
村
負
担
分
）
を
納
付
し
て
い
く

も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
末
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
数
は
７
５
７

人
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
60
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

歳
入
額
は
１
７
１
，５
６
８
千
円
で
、

歳
出
額
は
１
６
６
，４
４
３
千
円
で
、

新
規
加
入
者
12
件
、
加
入
者
数
は

１
，６
８
４
件
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
61
号

⃝

平
成
24
年
度　

朝
日
村
下
水
道
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

　

歳
入
額
は
３
５
８
，７
６
１
千
円
で
、

歳
出
額
は
３
５
１
，４
５
１
千
円
で
、新

規
加
入
者
13
件
あ
り
、村
債
は
平
成

24
年
度
末
で
２
，７
８
０
，３
８
７
千
円

で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
62
号

⃝

平
成
24
年
度　

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム

ス
キ
―
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

ス
キ
ー
場
の
来
場
者
数
は

２
６
，５
７
７
人
で
、来
場
者
数
の
増
加
を

図
って
い
る
。歳
入
額
は
５
１
，５
５
５
千

円
、歳
出
額
は
５
１
，４
５
７
千
円
で
、村

債
は
２
４
４
，３
５
５
千
円
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
63
号

⃝

平
成
25
年
度　

朝
日
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、地
方
交
付

税
、県
の
支
出
金
が
増
額
確
定
し
、村

債
の
増
発
を
し
て
１
６
９
，６
０
３
千

円
の
補
正
額
で
し
た
。歳
出
の
主
な
も

の
は
、土
地
造
成
に
伴
う
土
地
開
発

公
社
へ
の
貸
付
１
８
，０
０
０
千
円
、

保
育
所
建
設
の
公
有
財
産
購
入
費
が

５
３
，２
１
０
千
円
、風
食
防
止
対
策

用
麦
種
子
代
２
，０
７
６
千
円
、地
域

材
活
用
事
業
９
０
，０
０
０
千
円
、道

路
橋
梁
施
設
管
理
費
６
，２
５
７
千
円

等
で
し
た
。

（
賛
成
多
数　

可
決
）

◆
議
案
第
64
号

⃝

平
成
25
年
度　

朝
日
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、健
康
保
険
税

△
５
，０
６
８
千
円
、繰
越
金
５
，２
２
９

千
円
で
、歳
出
額
は
、大
き
な
変
更
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
65
号

⃝

平
成
25
年
度　

朝
日
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　

歳
入
の
繰
越
金
が
確
定
し

６
，４
０
７
千
円
の
増
と
な
り
、歳
出
の

繰
越
金
へ
繰
り
入
れ
る
も
の
で
し
た
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
66
号

⃝

平
成
25
年
度　

朝
日
村
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
は
繰
越
金
の
確
定
に
よ
り

１
，４
５
０
千
円
、御
馬
越
の
ポ
ン
プ
購

入
代
の
為
の
辺
地
債
８
０
０
千
円
で
、

歳
出
は
備
品
購
入
費
１
，５
０
０
千
円

が
主
な
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
67
号

⃝

平
成
25
年
度
朝
日
村
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ

い
て

　

ピ
ア
ラ
イ
ン
朝
日
の
改
修
費
用
、

１
３
，４
５
０
千
円
を
、補
助
金
で

７
，４
５
０
千
円
と
下
水
道
事
業
債

６
，０
０
０
千
円
で
賄
う
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
議
案
第
68
号

⃝

平
成
25
年
度　

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム

ス
キ
―
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

ス
キ
ー
場
の
舗
装
工
事
６
３
０
千

円
の
た
め
一
般
会
計
よ
り
６
３
０
千

円
を
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
５
号

⃝

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意

見
書
に
つ
い
て

　

道
州
制
導
入
後
の
国
の
在
り
方
を

示
さ
な
い
ま
ま
、
期
限
を
区
切
っ
た

導
入
あ
り
き
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

「
住
民
自
治
の
推
進
に
逆
行
す
る
大

規
模
行
政
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。」

多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、個
々

の
自
治
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
確
信
し
、
道
州
制
の

導
入
に
断
固
反
対
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成　

可
決
）
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◆
発
議
第
６
号

⃝
「
山
の
日
」
制
定
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

　

日
本
は
、山
と
海
の
国
で
、日

本
人
は
山
に
畏
敬
の
念
を
抱

き
、森
林
の
恵
み
に
感
謝
し
、豊

か
な
自
然
と
と
も
に
生
き
て

き
ま
し
た
。そ
こ
で
祝
日「
海
の

日
」と
対
を
な
し
て
、国
民
が
山

と
の
深
い
か
か
わ
り
を
考
え
る

日
と
し
て「
山
の
日
」を
制
定

す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も

の
で
す
。（

全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
７
号

⃝

35
人
学
級
の
早
期
実
現
と

教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
８
号

⃝

私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
９
号

⃝

「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源

確
保
」の
た
め
の
意
見
書
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
10
号

⃝

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成　

可
決
）

◆
発
議
第
11
号

⃝

長
野
県
に
対
し
新
県
立
大
学
基
本

構
想
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

平
成
24
年
度
決
算
に
つ
い
て
決
算

及
び
基
金
の
運
営
状
況
審
査
、ま
た

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
審
査
も
粟

津
原
一
芳
委
員
長
と
私
と
で
7
月
下

旬
か
ら
８
月
初
旬
の
延
べ
6
日
間
審

査
を
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、健
全
化
判
断
比
率
は

☆
実
質
赤
字
比
率
な
し
☆
連
結
実

質
赤
字
比
率
な
し
☆
実
質
公
債
費

比
率
10
・４
％
☆
将
来
負
担
比
率
な

し
☆
資
金
不
足
比
率
無
し
の
、健
全

状
態
で
す
。

　

一
般
会
計
は
、歳
入
28
億
８
，０
０
０

万
円
、歳
出
27
億
６
，０
０
０
万
円
で
歳

入
歳
出
と
も
前
年
度
比
約
3
億
円
財

政
規
模
の
縮
小
で
す
。

　

実
質
収
支
は
1
億
９
０
０
万
円
の

黒
字
で
単
年
度
収
支
は
前
年
度
と
比
べ

る
と
約
１
，５
１
５
万
円
増
額
し
、7
万

円
の
黒
字
で
し
た
。実
質
単
年
度
収
支

は
、4
億
８
，０
０
０
万
円
で
前
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
の
大
幅
黒
字
で
す
。

　

債
務
負
担
を
含
め
た
借
金
残
高

は
24
年
度
末
約
21
億
５
，０
０
０
万

と
着
実
に
減
少
し
、基
金
残
高
は

26
億
６
０
０
万
円
余
り
と
前
年
同
様

に
大
幅
に
増
加
致
し
ま
し
た
。財
政
改

革
の
成
果
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
実
施
す
る
大
型
公
共
事

業
（
統
合
保
育
園
建
設
・
庁
舎
建
設

等
）
に
取
り
か
か
れ
る
財
政
状
況
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

議
選
監
査
委
員　

塩
原
龍
三

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
に
つ
い
て
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472

448

297

353

157

532

474

132

372

432

278

383

296

283

460

140

342

585

310

507

350

341

450

205

350

417

318

621

463

181

462

210

295

431

317

567

213

573

470

206

250

432

347

360

170

524

H24H23H22H21H20H19H18H17

繰上償還
180百万円 繰上償還

299百万円

繰上償還
492百万円

繰上償還
89百万円

歳出決算の推移（普通会計）

歳入決算の推移（普通会計）

地方税　　譲与税等　　普通交付税　　臨時財政対策債　　特別交付税　　国・県支出金　　繰入金　　地方債　　その他
H15 H16 H24H23H22H21H20H19H18H170

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

543

120

1,423

247

106
211
145 8

317

523

138

1,408

171
79
192

355

531

140

1,451

132
80
156
154

357

508

158

1,364

120
80
167
189

268

576

107

1,346

109
113
200

250

305

569

103

1,355

102
108
256

285

548

96

1,338

159
133

469

402

642

93

1,338

190
128

415

349

643

88

1,305

139
166

297

642

82

1,325

130
187

245

214
506

33 10
18

36
7

15
42

19
30 23

10
50
1

6
2
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「
朝
日
の
あ
た
る
村
音
楽
祭
」の
結
果
に
つ
い
て

保
育
園
の
一
園
化
に
伴
う
跡
地
利
用
に
つ
い
て

中
村
賢
郎

武
田
栄
市

　

今
年
の
7
月
13
～
14
日
の
2
日
間
に
渡
り
プ
ラ

イ
ム
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
、朝
日
の
あ
た
る
村

音
楽
祭
の
結
果
に
つい
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

村
側
の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

　

先
ず
入
場
者
数
は
、主
催
者
側
の
発
表
で

１
，２
０
０
人
、14
日
が
１
，０
０
０
人
で
す
。又
、今

回
の
イ
ベン
ト
に
村
が
共
催
を
し
、村
民
の
皆
様
が

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
る
際
に
半
額
を
村
が
補
助

を
出
す
と
い
う
制
度
に
し
ま
し
た
が
、そ
の
結
果

は
一
日
券・二
日
券
の
合
計
は
８
９
０
枚
で
金
額
は

４
６
１
万
円
と
なった
と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、こ
の
様
な
イ
ベン
ト
を
今
後
も
継
続
す
る

の
で
あ
れ
ば
、統
一
し
た
名
称
を
使
用
す
る
方
が

望
ま
し
い
の
で
は
と
の
質
問
を
し
、又
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
つい
て
の
村
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
確
認
を
致
し
ま
し
た
。

村
側
の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

　

名
称
に
つい
て
は
、村
外
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン
の
主

催
と
な
って
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
違
った
名
称
と
な
った

が
、今
後
に
つい
て
は
、指
摘
を
し
た
統
一
し
た
名

称
で
と
の
主
旨
の
回
答
で
し
た
。

　

次
に
、イ
ベン
ト
開
催
の
今
後
に
つい
て
は「
音
楽

祭
が
引
き
続
き
開
催
さ
れ
朝
日
村
の
夏
の
イ
ベン

ト
と
し
て
定
着
す
る
事
を
期
待
す
る
」と
の
回
答

で
し
た
。

　

次
に
、夏
の
観
光
と
イ
ベン
ト
の
開
催
に
つい
て
質

問
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
村
の
予
定
で
は
、キ
ャ
ン
プ
場
及
び
緑
の
体

験
館
に
コ
テ
ー
ジ
を
計
13
棟
新
築
す
る
計
画
と
なっ

て
お
り
ま
す
。　

多
く
の
村
外
の
人
に
朝
日
村
を

知
り
、朝
日
村
に
来
て
頂
く
為
の
施
設
の
拡
充
を

計
る
中
で
、夏
の
イ
ベン
ト
は
大
き
な
役
割
を
持
つ

事
に
な
り
ま
す
。そ
の
様
な
状
況
の
中
で
イ
ベン
ト

に
関
し
て
、村
も
係
わ
り
合
い
を
強
く
し
て
、計
画・

企
画
の
と
こ
ろ
か
ら
参
加
す
る
考
え
は
な
い
か
お

聞
き
し
ま
し
た
。

村
側
の
回
答
は
次
の
通
り
で
す
。

　

多
く
の
来
村
者
に
朝
日
村
の
良
さ・素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
頂
く
為
又
、魅
力
あ
る
村
づ
く
り
の

為
の
施
設
の
拡
充
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。イ
ベン
ト
開
催
への
関
わ
り
方
に
つい
て
は
、行

政
が
主
流
と
し
て
行
う
事
に
良
し
悪
し
の
議
論
が

あ
り
、こ
れ
か
ら
も
行
政
サ
イ
ド
で
出
来
る
範
囲
の

支
援
を
し
た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

問　
現
在
、保
育
所
建
設
委
員
会
で
新

保
育
園
の
建
設
に
向
け
て
、建
設
場
所
の

決
定
や
基
本
設
計
委
託
業
者
の
決
定
な

ど
、着
々
と
具
体
化
さ
れ
て
き
て
い
る
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、お
ひ
さ
ま
保

育
園
と
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
の
新
保
育
園

移
転
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、村
の
考

え
方
を
聞
き
た
い
。な
お
昭
和
30
年
代
に

公
認
保
育
園
と
し
て
発
足
し
た
当
初
、各

地
域
の
保
育
に
対
す
る
区
民
の
熱
い
思
い

を
基
に
、多
額
の
地
元
負
担
を
以
て
、保

育
所
が
開
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。跡
地

等
施
設
の
後
利
用
に
つ
い
て
、地
元
の
意

見
を
十
分
に
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　
保
育
所
の
統
合
に
つい
て
は
、平
成

27
年
の
開
園
を
目
指
し
て
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。か
って
朝
日
村
に
は
、針
尾
保

育
園
を
含
め
て
公
立
保
育
園
が
三
園
あ
っ

た
。人
口
４
，３
０
０
人
の
村
で
は
、県
下
で

も
全
国
に
お
い
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
、

こ
の
こ
と
は
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん

の
子
供
の
保
育
や
教
育
そ
し
て
成
長
に
対

す
る
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
って

い
る
。用
地
買
収
や
施
設
の
建
設
は
村
で

行
って
き
た
が
、用
地
設
定
は
地
域
で
行
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。従
って
跡
地
利
用
に

つい
て
は
建
物
も
含
め
て
、新
保
育
園
の
進

捗
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、広
く
村
民
の

意
見
を
聞
いて
対
応
を
し
て
ゆ
き
た
い
。

農
作
物
被
害
を
防
ぐ
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

問　
カ
ラ
ス
が
群
を
な
し
て
飛
び
回
って

お
り
、50
羽
以
上
の
群
れ
も
珍
し
く
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、レ
タ
ス
や
キ
ャベツ
な
ど
の

野
菜
畑
を
初
め
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
農
作

物
が
被
害
を
受
け
て
い
る
。増
え
る
一
方

の
カ
ラ
ス
に
対
し
て
、有
効
な
対
策
が
必

要
な
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

課
長　
平
成
23
年
度
か
ら
3
ヶ
年
計
画

で
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
実
施
し
て
き

て
い
る
。銃
器
を
使
って
の
一
斉
駆
除
や
、

檻
を
使
って
の
捕
獲
を
行
って
い
る
が
、成

果
が
上
が
って
い
な
い
の
が
実
情
だ
。檻
が

小
さ
い（
縦
2ｍ
×
横
1ｍ
×
高
さ
2・5ｍ
）

の
で
捕
獲
出
来
な
いの
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
お
り
、今
年
度
は
松
本
広
域
の
鳥
獣

被
害
総
合
対
策
協
議
会
を
通
し
て
、現
在

の
檻
よ
り
も
7
倍
大
き
い
檻
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
た
。今
後
は
こ
の
檻
を
使
用

し
て
、設
置
場
所
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、

効
果
的
に
駆
除
を
行
って
行
き
た
い
。

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

こ
こ
が
知
り
た
い

質
問

一
般
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ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
水
、中
学
生
通
学
路
へ

の
飛
散
防
止
対
策
に
つ
い
て

塩
原
龍
三

塩
原　

操

問　
７
月
12
日
、針
尾
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
中
学
校
教
師
、保
護

者
、地
区
役
員
、区
長
、議
員
に
よ
る
支
部
懇
談
会
の

席
の
中
で「
中
学
生
の
自
転
車
通
学
時
に
、畑
に
散
水

し
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
水
を
か
ぶ
る
事
が
あ
り

困
る
」と
言
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
散
水
量
は
相
当
な
物
で
す
。あ
の
水
量
を
か
ぶった

時
の
中
学
生
は
あ
ま
り
に
も
可
哀
想
で
す
。自
転
車

で
飛
散
水
を
避
け
よ
う
と
、車
道
を
走
る
事
に
な
り

交
通
事
故
に
繋
が
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。古
見
の
横

出
ヶ
崎
か
ら
山
形
の
記
念
碑
ま
で
の
直
線
道
路
沿
い

の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
散
水
部
に
は
、水
を
道
路
側
へ
飛

ば
な
い
よ
う
に
す
る「
ネ
ッ
ト
式
プ
ロ
テ
ク
タ
ー（
半
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）」と
い
う
物
が
付
いて
い
ま
す
。そ
の
為

に
山
形
か
ら
通
う
中
学
生
に
は
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

水
が
掛
か
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
は
、山
形
村
で
は

自
転
車
通
学
の
中
学
生
に
水
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に

設
置
し
た
の
で
は
無
い
か
と
思
い
、土
地
改
良
区
に
訊

い
て
み
ま
し
た
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、私
の
予
想
に

反
し
て
、山
形
の
畑
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
た

当
初
土
地
改
良
区
山
形
村
組
合
員
が
話
し
合
って
道

路
を
走
る
自
動
車
に
水
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
、ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
者
が
経
費
負
担
を
し
て
設
置
に
至
っ

た
と
の
事
で
し
た
。私
は
、村
が
あ
る
程
度
の
補
助
金

を
出
し
て
、道
路
に
面
し
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ーへの

「
ネ
ッ
ト
式
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
」の
取
り
付
け
を
促
し
た

ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。如
何
で
す
か
？

産
業
振
興
課
長　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
る
水
飛
散

に
対
し
て
、平
成
19
年
～
25
年
の
五
年
間
実
施
の「
土

地
改
良
環
境
保
全
事
業
」の
中
で
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。こ
の
事
業
は
国
５
％
、県
と
村
が
そ
れ
ぞ
れ

25
％
負
担
の
事
業
で
、古
見
原・西
洗
馬
原
の
受
益
者

が
実
施
主
体
と
なって
行
わ
れ
る
事
業
で
、排
水
路
の

泥
上
げ・土
地
改
良
事
業
の
補
修
整
備
を
し
た
中
で

21
年
度
に
、道
路
へ
飛
散
水
対
策
と
し
て
従
来
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
頭
部
に
変
え
て
、散
水
範
囲
を
調
整
で
き

る「
半
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」に
替
え
る
為
に
２
２
２
個

（
＠
１
１
，０
０
０
円
）を
購
入
し
、農
家
の
実
情
と

希
望
に
よ
り
、西
洗
馬
原
用
に
１
４
７
個
、
古
見
原

用
に
36
個
農
家
に
配
布
し
た
。
古
見
原
は
幹
線
道

路
に
１
０
０
戸
の
農
家
所
有
が
あ
る
。
一
戸
当
た

り
１
個
な
い
し
２
個
必
要
な
の
で
普
及
率
は
25
％
で

あ
る
。村
と
し
て
も
不
要
散
水
は
交
通
の
妨
げ・夏
の

渇
水
期
等
に
道
路
ま
で
流
れ
出
す
の
は
住
民
に
も
理

解
を
得
ら
れ
な
い
。先
ず
は
、①「
半
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」

の
不
足
分
への
対
応
。②
在
庫
処
分
策
の
配
布
。③
未

設
置
の
半
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
促
し
等
々
を
中
信

平
右
岸
改
良
区
朝
日
地
区
理
事
会・総
代
会
に
利
用

促
進
を
検
討
し
て
貰
う
よ
う
に
促
す
。④
広
報
に
掲

載
し
て
促
進
を
促
す
。

問　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
国
民
一
丸
と

な
っ
て
の
誘
致
運
動
に
お
け
る
一
大
成

果
か
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
に
お
け
る

大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
国
難
に
直
面
、

復
興
と
再
建
に
向
け
て
必
死
に
取
り
組

ん
で
い
る
国
民
の
不
断
の
努
力
と
熱
意
が

評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
何
と
し
て
も
、

国
民
一
丸
と
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

成
功
さ
せ
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

つ
い
て
、
如
何
お
考
え
な
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

村
長　
こ
れ
は
塩
原
議
員
の
言
わ
れ
ま

す
よ
う
に
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
安
倍
の
ミ
ク
ス
に
よ
る
デ
フ

レ
脱
却
を
計
る
う
え
で
の
、
経
済
効
果

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
お
け
る
経
済
的
効

果
は
、
３
兆
円
を
超
え
る
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
日
本
の
災
害
復
興
を

合
わ
せ
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
ね
ば
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
運
動
の
一
層
の
拡
大

を問　
買
い
物
に
お
け
る
マ
イ
バ
ッ
ク
持

参
の
現
状
と
推
進
に
つ
い
て
、
お
伺
い

し
ま
す
。

①
行
政
サ
イ
ド
か
ら
、
村
民
に
対
す
る

意
識
改
革
の
推
進
は
如
何
し
て
お

り
ま
す
か
。

②
行
政
サ
イ
ド
か
ら
、
業
者
へ
の
レ
ジ

袋
有
料
化
へ
の
働
き
か
け
及
び
指

導
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

課
長　
買
い
物
に
お
け
る
「
マ
イ
バ
ッ

ク
」
の
推
進
は
、
県
の
推
進
で
も
あ
り

ま
し
て
、
当
然
行
政
サ
イ
ド
（
当
村
）

に
お
い
て
も
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
店
舗
数
が
少
な
く
、
又
小
規
模

な
た
め
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か

な
い
の
が
現
状
で
す
。
他
地
区
の
大
き

な
ス
ー
パ
ー
さ
ん
等
に
お
け
る
買
い
物

な
ど
は
、
是
非
「
マ
イ
バ
ッ
ク
」
持
参

を
お
願
い
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
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水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て

「
朝
日
の
あ
た
る
村
音
楽
祭
」
の
事
業

評
価
と
来
年
の
開
催
に
つ
い
て

林　

邦
宏

三
村　

清

問　
水
資
源
が
県
民
共
有
の
財
産
で
公

共
性
が
高
い
事
を
、基
本
原
則
と
し
平
成

25
年
３
月
25
日
に〝
長
野
県
豊
か
な
水
資

源
の
保
全
に
関
す
る
条
例
〟が
公
布
さ
れ

施
行
さ
れ
ま
し
た
。私
有
林
、大
尾
沢
か

ら
の
湧
水
へ
の
依
存
度
が
高
い
当
村
の
簡

易
水
道
に
お
い
て
は
、安
全
で
安
定
し
た

水
源
林
の
保
全
対
策
を
、県
の
条
例
制
定

に
伴
い
、水
資
源
保
全
対
策
を
的
確
に
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ

で
お
伺
い
致
し
ま
す
。

一
、水
源
林
の
所
有
者
に
水
資
源
の
大
切

さ
を
啓
発
す
る
取
組
や
条
例
の
趣
旨
説

明
等
の
実
施
に
つい
て

住
民
福
祉
課
長　
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て

は
水
源
林
の
所
有
者
に
限
ら
ず
環
境
の
立

場
か
ら
、広
報
を
行
っ
て
き
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、更
に
一
層
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。条
例
の
趣
旨
説
明
に
つ
い
て
は
、

７
月
に
条
例
に
基
づ
く
基
本
指
針
が
策
定

さ
れ
た
の
で
、関
係
職
員
が
県
の
指
導
を

戴
き
な
が
ら
条
例
の
内
容
を
研
究
し
、そ

れ
か
ら
、地
域
の
皆
様
に
説
明
し
て
い
く
。

尚
、中
信
地
区
11
市
町
村
で
組
織
さ
れ
て

い
る
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
対
策
協

議
会
で
も
地
下
水
の
保
全
、涵
養
、適
正

利
用
等
の
統
一
ル
ー
ル
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
で
、こ
ち
ら
と
の
整
合
性
も
図
って

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、大
尾
沢
を
水
源
保
全
地
域
と
し
て
指

定
し
、知
事
に
申
請
し
指
定
化
を
図
る
件

に
つい
て

住
民
福
祉
課
長　
村
と
し
て
は
水
源
の

重
要
性
は
充
分
に
認
識
し
て
お
り
、慎
重

に
対
応
し
た
い
。条
例
の
基
本
指
針
が
策

定
さ
れ
申
請
が
可
能
な
状
況
下
に
な
って

い
る
。地
域
指
定
に
当
た
っ
て
は
地
権
者

の
ご
理
解
も
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

広
く
村
民
に
周
知
す
る
必
要
も
あ
り
ま

す
。県
の
指
導
を
仰
ぎ
、担
当
職
員
が
県

の
職
員
を
講
師
と
し
て
勉
強
会
を
開
催

し
て
そ
の
後
、地
権
者
に
説
明
し
対
応
し

て
い
き
た
い
。

要
望　
大
尾
沢
の
涵
養
機
能
は
森
林
か
ら

成
り
立
ち
私
有
林
が
ほ
と
ん
ど
で
私
権
を

棚
上
げ
さ
れ
、協
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、水
資
源
が
県
民
共
有
の
財
産
で
公
共

性
が
高
い
事
を
ご
理
解
願
え
る
よ
う
行
政

指
導
力
を
発
揮
さ
れ
水
源
保
全
地
域
の
指

定
化
が
図
れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

問　
あ
さ
ひ
の
あ
た
る
村
音
楽
祭
」
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
予
算
議
会
で
、
お

夏
祭
り
よ
り
多
い
５
０
０
万
円
の
予
算

案
を
出
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
村
長
の
「
価
値
観
の
違
い
」

と
い
う
こ
と
で
説
明
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
の
事
業
の
評
価
を
お
伺
い
す
る

に
は
、
事
業
目
的
を
は
っ
き
り
し
な
い

と
評
価
で
き
ま
せ
ん
の
で
事
業
目
的
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

村
長　
主
催
者
は
、三
村
議
員
も
承
知

の
よ
う
に
民
間
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョン
で
す
。

従
い
ま
し
て
、事
業
目
的
、事
業
評
価
に

つ
い
て
は
、村
は
名
義
共
催
と
い
う
こ
と

で
、主
催
者
の
領
域
に
介
入
す
る
こ
と

は
僭
越
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。５
０
０
万

円
は
主
催
者
に
出
し
た
の
で
は
な
く
、村

民
の
入
場
料
補
助
目
的
で
す
。村
民
が

有
名
な
ア
ー
チ
ス
ト
に
直
に
接
し
て
文

化
の
高
揚
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、開
催
に

よ
り
、村
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
い
う

こ
と
で
す
。来
年
以
降
は
、民
間
事
業
者

が
主
体
で
あ
る
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、村

と
し
て
は
、願
わ
く
ば
継
続
を
し
て
夏
の

イ
ベン
ト
と
し
て
定
着
し
て
も
ら
い
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
継
続
実
施

に
つ
い
て

問　
総
務
省
に
よ
る
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
の
協
力
隊
員
が
お
辞
め
に
な

り
現
在
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

村
民
が
理
解
し
て
お
ら
ず
、
村
民
に
定

着
し
な
い
中
で
河
合
さ
ん
は
苦
労
し
て

活
動
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
総
務

省
で
は
平
成
24
年
度
よ
り
拡
充
し
て
お

り
、
長
野
県
も
北
海
道
に
続
い
て
多
く

の
協
力
隊
員
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

村
の
ホ
―
ム
ペ
―
ジ
で
「
設
置
要
綱
」

等
を
探
し
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん

の
で
お
聞
き
し
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は

も
う
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

課
長　
募
集
要
項
、
設
置
要
綱
を
定
め

て
お
り
ま
し
て
、
今
年
５
月
に
募
集
を

し
ま
し
た
。
応
募
者
が
４
名
い
ま
し
た

が
２
名
を
書
類
選
考
し
ま
し
て
現
地
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
に
１
名

が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
残
り
の
１
名
も
そ
の

後
辞
退
さ
れ
ま
し
て
、
現
在
は
決
ま
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
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通
学
、通
勤
路
の
安
全
対
策

保
育
園
の
後
利
用
に
つ
い
て

斉
藤
勝
則

髙
橋
廣
美

問　
議
会
と
中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
女
性
と
の
懇
談
会

で
、ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
水
が
飛
散
し
、生
徒
が
よ

け
る
為
に
、車
道
に
膨
ら
み
車
と
の
接
触
事
故

の
可
能
性
と
か
、歩
道
に
車
が
と
ま
っ
て
い
て
、

通
り
に
く
い
と
か
、部
活
で
遅
く
な
る
中
高
生

が
通
う
通
学
路
が
暗
く
、危
険
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
あ
る
が
、行
政
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

課
長　
半
ス
ク
リ
ン
プ
ラ
ー
を
中
信
平
右
岸
対

策
委
員
会
で
す
す
め
て
い
る
が
利
用
不
十
分
、

ま
た
、路
上
駐
車
防
止
も
す
す
め
て
い
る
が
、不

十
分
。県
道
は
灯
り
対
策
を
す
す
め
て
い
る
が
、

村
道
に
は
ま
だ
暗
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、今
後
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

消
費
税
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
、道
州
制
、原
発
に
つ
い
て

問　
安
倍
首
相
は
、こ
の
重
大
な
四
つ
の
問
題
に

慎
重
に
対
処
し
て
い
く
と
言
って
い
る
が
、い
ず
れ

も
推
し
進
め
る
方
向
で
あ
る
。し
か
し
国
民
の
願

い
と
は
、全
く
相
反
し
て
い
る
。デ
フ
レ
の
悪
化
、

全
産
業
の
衰
退
、地
域
の
衰
退
、汚
染
水
の
処
理

未
解
決
の
今
、海
外
で
の
原
発・技
術
輸
出
の
推

進
な
ど
極
め
て
危
険
で
あ
る
。村
長
の
、こ
の
四

問
題
に
対
す
る
考
え
を
聞
き
た
い
。反
対
の
前

向
き
な
答
え
を
期
待
し
た
い
。

村
長　
い
ず
れ
も
大
き
な
問
題
。今
後
の
悪
影
響

を
懸
念
し
て
い
る
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
、道
州
制
は
組
織
で
対

応
し
て
い
る
。道
州
制
に
つい
て
は
、地
方
自
治
の

根
幹
で
あ
り
、現
行
の
都
道
府
県
で
の
財
源
移
譲

で
進
め
て
い
き
、拙
速
に
は
進
め
な
い
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
も

充
分
検
討
し
、国
民
の
理
解
な
し
に
は
す
す
め
て

は
な
ら
な
い
。今
の
進
め
方
に
は
不
安
を
感
じ
て
い

る
。原
発
も
大
震
災
未
解
決
の
今
、国
民
の
意
見

を
聞
く
こ
と
が
重
要
。消
費
税
も
同
様
で
あ
る
。

山
の
重
要
性
に
つ
い
て

問　
議
員
有
志
で
県
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。山
の
資
源
の
活
用
に
つい

て
と
か
、水
源
と
し
て
の
山
と
か
、学
校
登
山
の

拡
充
、交
流
と
保
全
活
動
の
推
進
、山
の
め
ぐ

み
の
地
域
お
こ
し
な
ど
計
り
知
れ
な
い
魅
力
を

持
っ
て
い
る
。当
村
も
村
産
の
カ
ラ
マ
ツ
利
用
の

庁
舎
、保
育
園
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。ま

た
、県
も「
山
の
日
」の
制
定
を
考
え
て
い
る
が
、

村
長
は
い
か
が
考
え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

村
長　
山
は
村
の
大
き
な
財
産
。一
時
衰
退
し

て
い
た
が
、今
は
癒
し
、水
源
の
涵
養
、地
球
温

暖
化
防
止
の
大
き
な
働
き
を
し
て
い
る
。村
産

材
も
伐
期
を
迎
え
、公
共
施
設
に
利
用
し
た
い
。

「
山
の
日
」制
定
は
地
方
六
団
体
と
共
に
国
へ

要
望
し
て
い
る
。議
員
連
盟
と
も
歩
調
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

三
人
目
の
質
問
で
す
の
で
、

若
干
の
提
案
を
し
た
い
。
防
災
の

拠
点
と
し
て
生
か
し
な
が
ら
、
新

し
い
産
業
創
出
の
施
設
と
し
て
、

た
と
え
ば
芸
術
家
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
の
展
示
販
売
所
等

の
村
の
特
長
を
生
か
し
た
利
用
の

仕
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

村
長　

時
期
尚
早
で
は
あ
る
が
、

新
保
育
園
の
進
捗
状
況
を
見
な
が

ら
、
具
体
的
な
利
用
方
法
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

村
の
活
性
化
に
向
け
た
住
民
協
働
の

推
進
の
た
め
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

問　

村
長
は
以
前
か
ら
村
の
活
性

化
に
は
、
民
の
力
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
お
考
え
を
お
持
ち
と
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
お

考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

す
で
に
各
種
団
体
に
活
動
内
容
に

よ
り
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
新
た
に
村
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
団
体
に
補
助
金
を
交
付

す
る
と
い
う
お
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

村
長　

現
在
、
村
内
民
間
団
体
の

中
で
補
助
金
が
な
く
て
も
、
純
粋

に
村
を
愛
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
る
団
体
が
あ
り
敬
意

を
表
す
る
。
新
規
の
団
体
が
ど
の

程
度
本
気
か
見
極
め
た
い
。

問　

他
市
村
で
も
例
が
あ
る
よ
う

に
、
申
請
が
あ
っ
た
事
業
に
対
し

て
、
役
場
職
員
等
が
中
心
に
な
り
、

た
と
え
ば
選
定
委
員
会
で
審
査
を

し
合
格
点
以
上
の
事
業
に
補
助
を

す
る
と
い
う
の
は
如
何
か
。

村
長　

新
し
い
提
案
で
あ
り
検
討

し
て
い
き
た
い
。

おひさま保育園（西洗馬）
 昭和 57 年建築 定員：90 人

あおぞら保育園（古見） 
平成元年建築 定員：60 人
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財
政
健
全
化
に
伴
う
大
型
公
共
事
業塩

原
正
由

問　

24
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、歳
入

が
28
億
７
，６
４
４
万
円
、歳
出
に
お
い
て

は
、27
億
５
，８
７
１
万
円
と
な
り
翌
年
度

への
繰
越
金
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

１
億
８
９
８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。ま
た
、

借
金
に
よ
る
財
政
負
担
の
割
合
を
示
す
実

質
公
債
費
比
率
は
、10
．４
％
と
な
り
前
年

度
に
比
べ
２
．６
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
り
、

運
営
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
経
常
収
支

比
率
は
、昨
年
度
の
75
．２
％
か
ら
３
ポ
イ
ン

ト
改
善
さ
れ
72
．２
％
と
な
っ
た
。積
立
金

に
つい
て
は
、24
年
度
決
算
で
は
26
億
円
と

な
り
、こ
の
よ
う
な
数
字
を
見
て
も
大
き

く
財
政
が
改
善
さ
れ
た
訳
で
す
が
。25
年

度
よ
り
大
型
公
共
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、ま
ず
保
育
所
の
統
合
に
よ
り
保
育
園

舎
の
建
設
、役
場
庁
舎
の
建
設
、か
た
く
り

の
里
の
増
改
築
等
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、そ
の
他
に
は
、緑
の
体
験
館
や
キ
ャ
ン

プ
場
の
コ
テ
ー
ジ
の
建
替
え
、ま
た
土
地
開

発
公
社
で
は
、上
組
地
区
の
向
原
に
宅
地

造
成
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、ど
れ
を

取
って
も
村
民
に
と
って
は
重
要
な
施
設
と

思
わ
れ
ま
す
が
、村
民
の
中
に
は
、こ
の
よ

う
な
大
型
公
共
事
業
を
一
気
に
進
め
て
村

の
財
政
は
大
丈
夫
か
、と
の
声
を
聞
く
訳

で
す
が
、財
政
の
健
全
化
と
将
来
的
負
担

等
に
つ
い
て
行
政
理
事
者
よ
り
村
民
に
説

明
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。

村
長　
今
後
、大
型
公
共
事
業
を
実
施
す

る
た
め
財
政
の
ご
心
配
で
す
が
、24
年
度
決

算
で
26
億
円
の
積
立
が
で
き
た
結
果
、財

政
の
健
全
化・安
定
化
に
繋
が
って
お
り
、こ

の
事
は
就
任
以
来
、朝
日
村
が
朝
日
村
と

し
て
持
続
し
て
行
く
た
め
、村
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
作
り
に
は
重
要
課

題
と
し
て
取
組
ん
で
き
た
訳
で
あ
り
、機
会

が
あ
る
ご
と
に
村
の
財
政
に
つい
て
は
議
会

を
始
め
、出
前
村
政
等
で
村
民
の
皆
様
に

申
し
上
げ
て
き
た
所
で
あ
り
ま
す
。今
後

進
め
る
公
共
施
設
事
業
で
あ
る
保
育
園
や

役
場
庁
舎
の
建
設
に
つい
て
は
、国・県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ

り
、他
の
事
業
に
つい
て
は
、国
の
辺
地
債
を

始
め
、他
の
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
り
自
己

負
担
と
し
て
は
村
財
政
に
無
理
の
な
い
よ

う
計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、大

型
公
共
事
業
は
健
全
財
政
の
中
で
運
営
出

来
る
た
め
、村
民
の
皆
様
に
は
安
心
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

総
務
産
業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情

は
次
の
２
件
で
す
。

　

第
一
に
陳
情
第
５
号
「
森
林
吸
収
源

対
策
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る

地
方
の
財
源
確
保
の
た
め
の
意
見
書
採

択
」
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、

全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
経
過
は
、
「
石
油
石
炭

税
の
税
率
の
特
例
措
置
」
に
よ
る
税
収

の
一
定
割
合
を
、
森
林
面
積
に
応
じ
て

市
町
村
に
譲
与
す
る
創
設
は
、
森
林
面

積
が
む
ら
の
87
パ
ー
セ
ン
ト
の
当
村
に

は
有
利
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

つ
ぎ
に
陳
情
第
６
号
「
免
税
軽
油
制

度
の
継
続
を
求
め
る
陳
情
」
、
同
じ
く

全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
経
過
は
、
ス
キ
ー
場
の
索
道

機
や
農
業
用
機
械
の
軽
油
税
の
免
税
が

無
く
な
れ
ば
経
営
維
持
が
困
難
に
な
る

と
判
断
し
た
も
の
で
す
。
結
果
に
つ
い

て
は
、
本
会
議
で
報
告
し
、
委
員
会
で

の
採
択
の
と
お
り
議
会
で
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。　
　

委
員
長　

髙
橋　

廣
美

　

9
月
11
日
開
催
い
た
し
ま
し
た
、本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
を
審
査
し
た

結
果
、次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
２
号「
35
人
学
級
の
早
期
実
現

と
教
職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願
」は
、す
べて
の
子
供
に

行
き
届
い
た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の

増
加
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。全
員
一
致

を
持
って
採
択
と
な
り
ま
し
た
。陳
情
第

４
号「
私
立
高
校
に
対
す
る
大
幅
公
費

助
成
を
お
願
い
す
る
陳
情
」は
、多
様
な

カ
リ
キ
ュラ
ム
を
持
つ
私
学
は
、子
供
た
ち

に
大
き
な
夢
と
可
能
性
を
与
え
て
お
り

ま
す
。し
か
し
、保
護
者
の
方
々
の
学
費

負
担
は
深
刻
な
状
況
で
す
。生
徒
が
公

立
高
校
と
の
学
費
格
差
を
な
く
し
、公

教
育
の
一
翼
を
担
う
私
学
振
興
の
た
め

に
公
費
助
成
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。全

員
一
致
を
持
って
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

陳
情
第
７
号「
長
野
県
に
対
す
る
新
県

立
大
学
基
本
構
想
の
見
直
し
を
求
め
る

陳
情
」は
、長
野
県
知
事
よ
り「
新
県
立

大
学
基
本
構
想
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、県
内
に
あ
る
6
私
立
大

学
の
う
ち
、3
私
立
大
学
の
各
部・学
科

総
務
産
業
常
任
委
員
会
報
告

社
会
文
教
常
任
委
員
会
報
告
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平
成
25
年
7
月
25
日
に
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、「
道
州
制
に
つ

い
て
」と「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
」講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
道
州
制
構
想
に
つい
て

の
私
見
」に
つい
て
、講
師
は
西
尾

勝
さ
ん（
後
藤・安
田
記
念
東
京

市
研
究
所
理
事
長
）で
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。道
州
制
に
対
す

る
西
尾
先
生
の
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
は
慎
重
論
で
、ま
だ
道
州
制
構

想
の
詳
細
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
。た
だ
、現
行
の
47
都

道
府
県
体
制
を
廃
止
し
、こ
れ
に

代
え
て
都
道
府
県
を
超
え
た
区

域
を
管
轄
す
る
新
し
い
道
州
を

創
設
す
る
こ
と
と
し
、こ
の
道
州

が
い
か
な
る
性
格
の
政
府
な
の
か

も
明
ら
か
に
な
って
い
な
い
、と
言

う
こ
と
で
先
生
は
い
く
つ
か
の
危

惧
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
は
、道
州
の
所

掌
事
務
に
つ
い
て
、都
道
府
県
か
ら

持
ち
寄
る
広
域
的
な
事
務
と
国
の

各
省
及
び
そ
の
出
先
機
関
か
ら
移

譲
さ
れ
る
事
務
で
あ
る
と
し
て
い

る
。「
国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止

構
想
」か
ら
出
発
し
た「
究
極
の
行

政
改
革
構
想
」で
あ
り
、こ
の
流
れ
で

「
純
然
た
る
国
の
事
務
」ま
で
幅
広

く
道
州
に
移
譲
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。こ
れ
に
よ
って
道
州
は
必
然

的
に
国
の
下
部
機
構
に
転
落
し
ま

う
と
い
う
こ
と
。

　

二
つ
目
に
は
、道
州
制
下
の
市
区

町
村
に
つい
て
で
、道
州
制
が
実
現
し

た
場
合
、こ
れ
ま
で
都
道
府
県
が
所

掌
し
て
き
た
事
務
の
う
ち
、道
州
に

持
ち
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
広
域
的
な

事
務
を
除
く
そ
の
他
の
事
務
は
す
べ

て
市
区
町
村
に
移
譲
す
る
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
。し
か
し
、市
区
町
村
の

規
模・能
力
に
は
大
き
な
ば
ら
つ
き

が
あ
り
、す

べ
て
の
市

区
町
村
が

こ
の
新
た

な
事
務
移

譲
を
受
け

ら
れ
る
と

い
う
保
障

は
な
い
。そ

こ
で
、市
区
町
村
の
さ
ら
な
る
合
併・

統
合
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。「
平
成
の
市
町
村
合
併
」を
推

進
し
こ
れ
を
終
息
さ
せ
た
直
後
に
、

改
め
て
ま
た
大
規
模
な
市
区
町
村

の
合
併・統
合
を
行
う
必
要
性
と
可

能
性
と
が
は
た
し
て
あ
る
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
。

　

三
つ
目
と
し
て
、道
州
の
区
割
り
に

つい
て
、道
州
間
の
バ
ラ
ン
ス
や
、国
政

と
地
方
政
治
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
な

ど
、区
割
り
は
非
常
に
難
し
い
問
題

を
持
って
い
る
。

　

し
か
し
、道
州
制
の
実
現
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、柔
軟
で
現
実
的
な

発
想
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、画
一

的
な
制
度
設
計
を
や
め
て
、都
府
県

を
存
置
す
る
余
地
を
残
す
こ
と
。さ

ら
に
、道
州
制
に
は
、推
進
勢
力
と

抵
抗
勢
力
が
あ
り
、そ
う
し
た
中
で

は
、強
力
な
内
閣
が
誕
生
し
な
け
れ

ば
実
現
は
で
き
な
い
、と
の
考
え
を

示
さ
れ
た
。　
（
武
田　

栄
市
）

　

続
い
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
と
課

題
」と
い
う
テ
ー
マ
で（
進
藤
技
術
事

務
所
長・元
通
産
相
企
画
官
進
藤
勇

治
氏
）に
よ
る
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。

Ⅰ　

自
由
貿
易
推
進
の
国
際
的
動

向
①
自
由
貿
易
推
進
は
世
界
の
潮

流
②
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
③
世
界
を

包
む
Ｆ
Ｔ
Ａ

Ⅱ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
①
例
外
な
き
関
税
の
撤
廃
②

２
４
分
野
の
作
業
部
会
協
議
③
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
ポ
イ
ン
ト　

Ⅲ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
目
指
す
方
向
①
制

度
改
革
と
規
制
緩
和
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
メ

リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ
ト
③
米
国
の
動
向

が
最
大
の
カ
ギ　

Ⅳ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
農
業
へ
の
影
響
①
農

産
物
の
生
産
減
少
試
算
②
品
目
別

の
影
響
試
算
③
食
の
安
全
と
安
心・

環
境
問
題　

Ⅴ　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
対
策
と
課
題
①
米
韓

Ｆ
Ｔ
Ａ
と
そ
の
対
策
例
②
期
待
さ
れ

る
日
本
農
業
への
対
策
③
政
府
の
輸

出
倍
増
戦
略
に
つい
て
。

　

大
変
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
塩
原　

操
）

研　修　報　告研　修　報　告研　修　報　告研　修　報　告 と
競
合
す
る
内
容
と
な
って
お
り
、県
内

の
私
立
大
学
の
経
営
を
圧
迫
し
、各
私

立
大
学
が
立
地
す
る
地
域
社
会
の
衰
退

を
招
く
も
の
と
危
惧
い
た
し
ま
す
。長
野

県
に
と
って
必
要
と
さ
れ
、将
来
の
長
野

県
高
等
教
育
を
大
き
く
進
行
す
る
よ
う

な
大
学
構
想
に
な
る
よ
う
、広
く
県
民
の

意
見
を
聴
収
し
、再
度
見
直
し
検
討
を

重
ね
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
し
た
が
、

各
種
の
学
校
が
競
争
し
合
う
こ
と
が
県

民
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
が
、賛
成
多
数
を
持
っ

て
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
長　

斉
藤　

勝
則

長 野 県 町 村 議 員 研 修 会 に 参 加 し て
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去
る
9
月
3
日
、64
回
を
重
ね

る
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会

が
、東
筑
摩
郡
町
村
会
の
事
務
局

解
散
に
よ
り
、各
村
持
ち
回
り
に

な
り
、今
年
は
朝
日
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

５
村
の
議
員
約
50
名
を
は
じ
め
、

各
村
長
、国
会
議
員
、県
議
会
議

員
、松
本
地
方
事
務
所
長
、松
本

建
設
事
務
所
長
等
の
出
席
を
い
た

だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、村
議
長
会
会
長
の

朝
日
村
上
條
議
会
議
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、朝
日
村
長
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
の
皆
様
方
か
ら
沢
山

の
祝
辞
と
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

内
容
は
、

各
村
の
懸

案
事
項
、主

に
道
路
整

備
に
関
す
る
要
望
等
を
採
択
し
、

協
力
し
て
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
、国
や
県
な
ど
に
要
望

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
村
は
以
下
の
よ
う
に
中
組
バ

イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
要
望

し
た
。〈
概
要
〉村
内
か
ら「
愛
ビ
タ

ミ
ン
道
路
」に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め

に
は
、「
県
道
御
馬
越
塩
尻
停
車

場
線
」や「
県
道
土
合
松
本
線
」を

通
行
す
る
こ
と
と
な
り
、西
洗
馬

地
区
内
で
は
県
道
の
幅
員
が
狭
く

且
つ
、道
路
の
両
側
に
住
宅
が
密
集

し
、緩
や
か
な
カ
ー
ブ
の
連
続
と
、こ

れ
ま
で
以
上
に
交
通
事
故
の
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
県

で
は
、集
落
内
を
避
け
、「
中
組
バ
イ

パ
ス
」を
新
設
す
る
と
し
、現
地
調

査
が
行
わ
れ
、昨
年
は
い
よ
い
よ
測

量
、設
計
に
移
る
段
階
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、村

民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

の
た
め
県
道「
中
組
バ
イ
パ
ス
」の
早

期
着
工
が
で
き
ま
す
よ
う
、強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
要
望
は
他
村
の
要
望
と
と

も
に
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

（
髙
橋
廣
美
）

　

7
月
20
日
に
針
尾
中
村
公
民
館

で
、
大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
い
て

議
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
夜
分
お
疲
れ
の
と
こ
ろ

を
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
懇
談
会
の
最
初
に
「
鳥

獣
害
フ
ェン
ス
の
管
理
」
が
問
題
に

な
り
ま
し
た
。
中
村
地
区
の
住
人

は
、
鎖
側
の
北
に
住
む
人
と
山
沿

い
に
住
ん
で
い
る
人
と
が
お
り
ま
し

て
、
行
政
区
が
不
明
確
に
な
っ
て
お

り
全
員
で
の
管
理
が
難
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
他
地
区
の
例
な
ど
を

挙
げ
な
が
ら
意
見
交
換
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

次
に
、「
消
防
費

等
を
地
区
で
区
に

入
っ
て
い
な
い
方
は

払
わ
な
い
で
お
り
ま

す
」
が
、
村
も
新

規
参
入
者
の
受
け

入
れ
の
時
に
し
っ
か

り
と
指
導
す
べ
き
で

な
い
か
。
と
い
う
こ

と
で
意
見
交
換
を

し
、
前
向
き
な
対

処
を
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
緑
の
体
験
館
の
目
的

は
、
住
民
は
本
当
に
望
ん
で
い
る
の

か
、
村
民
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の

か
」、
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
大
石
原
地
区
で
も
出

さ
れ
ま
し
た
。
立
地
に
近
い
地
区

か
ら
の
意
見
で
も
あ
り
、
住
民
の

考
え
を
よ
り
広
く
聞
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
地
区
の
こ
と
で
は

な
い
け
れ
ど
、
と
い
う
こ
と
で
「
夢

の
里
の
近
く
の
川
に
蓋
を
し
て
欲

し
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
古
見
区

の
方
で
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
し
て
、「
夢
の
里
か
ら
東
電

道
路
ま
で
の
道
を
拡
張
し
て
欲
し

い
」
等
の
意
見
に
対
し
議
員
も
、

委
員
会
等
で
検
討
し
必
要
な
も
の

は
当
局
に
対
し
て
提
案
・
要
求
し

て
い
き
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
意

見
交
換
会
を
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

夜
遅
く
ま
で
大
変
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
三
村　

清
）

第
64
回
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会 

開
催
さ
れ
る

針
尾
中
村
地
区
懇
談
会

7 月20 日　たくさんの方に集まっていただきました

開会のあいさつを
する上條議長

提案説明をする
高橋議員



議会活動日誌
7月 活　動　内　容

松本地域正副議長懇話会 準備
松本地域正副議長懇話会（朝日当番）
お夏まつり
消防ポンプ操法県大会
朝日村総合計画審議会
松塩地区広域施設組合環境保全協議会
地区対抗野球大会
成人式
テレビ松本新規事業説明会
社会文教委員会、全員協議会
議会運営委員会
朝日村土地開発公社理事会
総務産業委員会

8月 活　動　内　容

2
3
5
6
8
11
14
18
20

21
25
26
27
28

東筑摩郡議員大会準備 
東筑摩郡議員大会（朝日当番）
平成25年第3回定例議会 開会
全員協議会
朝日村総合防災訓練
常任委員会
森のこびと祭り、OB野球閉幕式 
平成25年第3回定例議会 一般質問
戦没者慰霊祭
平成25年第3回定例議会 最終日
小学校運動会
第39回高齢者はつらつ運動会
鉢盛中学校 白峰祭 
県町村議長会、政務調査会　
保育園運動会 

㊊
㊋
㊍
㊎
日
㊌
土
㊌
㊎

土
㊌
㊍
㊎
土

9月 活　動　内　容

1
2
4
5
11
12

17

18

20
22
25
26

27
30
31

庁舎建設委員会、松本広域連合臨時議会
松塩地区広域施設組合議会 議運打合せ
議員草刈ボランティア　
松塩地区広域施設組合 臨時議会　
議員全員協議会　　
野俣林道愛護会総会
鉢盛中学校針尾地区懇談会
社会文教委員会、議会全員協議会
議会運営委員会
鉢盛中学校組合議会 臨時議会
奈良井川水系河川改良促進期成同盟会
針尾・中村地区議員懇談会　
筑摩野幹線道路等整備促進同盟会総会
県・町村議会議員研修会　
松塩筑木曽老人福祉施設組合議会
高齢者ふれあいの集い
鎖川愛護会河川整備 
新田ー松本期成同盟会
松本糸魚川連絡道路期成同盟会　　

㊊
㊋
㊍
㊎
㊍
㊎

㊌

㊍

土
㊊
㊍
㊎

土
㊋
㊌

1
2
3
4
8
9
14
15
21
22

23
30

㊍
㊎
土
日
㊍
㊎
㊌
㊍
㊌
㊍

㊎
㊎

 

　
厳
し
い
暑
さ
の
夏
の
季
節

が
終
わ
り
、さ
わ
や
か
な
秋
の

季
節
を
迎
え
、食
卓
に
は
、旬

も
の
が
多
く
並
ぶ
時
と
な
り

ま
し
た
。お
聞
き
す
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、今
年
は
朝
日
村
で

は
、何
年
振
り
の
キ
ノ
コ
の
大

豊
作
だ
そ
う
で
、様
々
な
会
合

で
も
話
題
は
キ
ノ
コ
の
話
が
多

い
様
に
思
い
ま
す
。キ
ノ
コ
採

り
の
人
も
、私
の
様
に
、山
へ
行

か
な
い
人
も
ど
こ
か
楽
し
そ

う
で
す
。お
蔭
様
で
山
へ
行
か

な
い
我
が
家
の
食
卓
に
も
何

度
か
キ
ノ
コ
が
並
び
ま
し
た
。

　
大
な
る
自
然
の
恵
み
と
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
へ
感
謝・感

謝
の
こ
の
頃
で
す
。

（
中
村
　
賢
郎
）

発
行
責
任
者

議
　
長
　
　
上
條
　
俊
策

編
集
委
員

委
員
長
　
　
三
村
　
　
清

副
委
員
長
　
斉
藤
　
勝
則

委
　
員
　
　
中
村
　
賢
郎

委
　
員
　
　
武
田
　
栄
市

委
　
員
　
　
塩
原
　
正
由

　空き家バンク制度を利用し、保つところ
は保ち、少しずつ元ある物と調和し手入

れしながら生活しています。お陰様で地域と役場の
方々の支えもあり、今日まで不自由なく充実した日 を々送
ることができています。その中で、村の良さは、自然の豊
かさにあり、古いものにあり、不便さにもあり、村ならでは
の人口の規模にあることだと感じ、これが魅力であり、
生活が充実しているのだとも感じております。その村の
魅力と田舎の暮らしの魅力を伝えることで、少しでも村
に貢献できればと願いながら年に2回催される「田舎体
験ツアー」には毎回参加し、最近では自主的にネットワ
ークを組んで交流の場を広げております。移住を希望さ
れる多くの方々が村の生活に期待していることは、今
日、日本が直面している環境、食、農、生活、の問題の
背景にある、本当の豊かさとは何か、持続可能な生活
スタイルを求めて、実は先程挙げた魅力の中に答えが
あると感じ、自然エネルギーを最大限に活かし、昔の生
活を正す事に意味があり、それが出来る可能性をこの
村の人口規模と備わっているここ朝日村の自然環境に
期待して視察しているように思われます。私達夫婦もそ
うですが、これからの朝日村がもっとそ
の持っている自然環境を利用し調和し
た生活を送れるように、他の村にはな
い独自のスタイルが発展していく事を
切に願っております。

御馬越／清水 美幸

朝日村に移り住み2年目

編
集
後
記

編
集
後
記

清水 美幸さん

12あさひむら議会だより


